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点 P と線分QRがぶつかるとき、 P の y 座標は 1
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≦≦ y であり、点 P と線分QRの x座標が一致する。 
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 ≦≦ において、 0)( tg 、 0)(  tf であるから、 )(tf は単調増加。 
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したがって、 20 ≦≦t において点 P と線分QRがぶつからない条件は vv 
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 ≦≦ において、点 P と線分QRは 1回ぶつかる。 
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これより、 01   であるから、 0D は他の領域と共通範囲を持たない。 

1≧n のとき、 nn  1 であるから、 nD と 1nD は共通範囲 1nn v  ≦≦ を持つ。 
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これより、 1≧n のとき、 nn  2 である。 

2≧n のとき、 nD は 1nD と共通範囲 nn v  ≦≦1 を持ち、 1nD と共通範囲 1nn v  ≦≦ を持つ。 

11   nn  であるから、 2≧n のとき、 nD は必ず他の領域との共通範囲を持つ。 

v がただ一つの領域に属することが条件であるから、そのような v が属するのは、 10 , DD に限られる。 

求める範囲は 0012 ,  ≦≦≦ vv  
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